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１．はじめに 
 

新型コロナウイルス感染症の流行下にあって、普段から通院されている、か

かりつけの患者さんに、電話再診をされた先生もいらっしゃることと思います。 

 

本稿は、電話再診に加え、かかりつけの患者さんに情報通信機器を用いたオ

ンライン診療を行うことを検討されている先生を対象に、はじめの一歩として

の情報をとりまとめたものです。オンライン診療を取り巻く状況や、先生方の

ご意見を元に、適宜、内容を更新してまいります。 

 

本稿についてご不明な点がある場合は、以下の日本医師会ホームページのご

質問フォームからお寄せください。お問い合わせの多いご質問について、日本

医師会のホームページに順次 Q&A を掲載いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．オンライン診療を実施されるすべての先生へ 必須 

 

厚生労働省ホームページに掲載されている 

「オンライン診療の適切な実施に関する指針（平成 30 年 3 月）（令和 4 年 1

月一部改訂）」 

をお読みください。本稿では、以下、「オンライン指針」と略します。 

 

日本医師会ホームページ「オンライン診療について」 

 

 https://www.med.or.jp/doctor/sien/s_sien/010599.html 

本稿や説明動画、関連情報、関連リンクなどを掲載し、ご質問フォームを 

ご用意しております。 
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厚生労働省「オンライン診療に関するホームページ」 

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/iryou/rinsyo/index_00010.html 

「オンライン診療の適切な実施に関する指針（平成 30 年 3 月）（令和 4 年 1

月一部改訂）」https://www.mhlw.go.jp/content/000889114.pdf 

 

 

３．オンライン診療を行うためには研修の受講が必須です 

 

オンライン診療を実施するためには、「オンライン診療を行う医師向けの研

修」（無料）を受講する必要があります。なお、「電話再診」だけを行う先生は、

受講する必要はありません。 

 

研修を受講するためには、お申し込みが必要です。まず、「オンライン診療

研修実施概要」のホームページにアクセスしてください。 

 

 
厚生労働省「オンライン診療研修実施概要」 

https://telemed-training.jp/entry 

 

同ページの実施概要をご一読いただき、【オンライン診療研修 申込はこち

ら】ボタンを押していただくと、「オンライン診療研修お申込み」ページに進み

ます。「お申し込みフォーム」に必要事項をご入力ください。 

 

なお、「医籍登録番号」とその登録日付が必須項目となっていますので、予

めご確認・ご用意ください。 
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必要事項をすべてご入力いただき、【申し込みする】ボタンを押していただ

くと、入力したメールアドレスに、 

【オンライン診療研修】の申込みがありました 

というタイトルの、申込を受け付けた旨のメールが届きます。 

 

 その後、研修運営側で医師であることの確認が行われ、2～3 日以内に、 

【オンライン診療研修】登録いたしました

というタイトルの、登録が完了した旨のメールが届きます。 

 

 

 このメールには先生の登録情報として、 

・URL：受講ホームページのアドレス 

・ID：受講者に割り当てられる ID 

・PW：上記 ID でログイン*するためのパスワード 

*アクセス制限のあるシステムやホームページなどを利用するために、ID とパ

スワードなどによる認証を行ってアクセスすること。 

 

が記載されています。 
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 メールに記載された URL から受講ホームページにアクセスすると、「ID」と

「PW」の入力（ログイン）を求められますので、研修を進めて下さい。 

 

 

＜補足＞ 
「【オンライン診療研修】登録いたしました」メールが届かない場合 
 

先生のお名前が厚生労働省の「医師資格等確認検索」システムに登録

されていない可能性があります。「医師届出票」が提出されていないと、

このシステムに登録されません。 
 
以下の URL でお名前が登録されているかどうかご確認下さい。 
 

 
厚生労働省「医師等資格確認検索」 

https://licenseif.mhlw.go.jp/search_isei/ 

 
万一、お名前が見つからなかった場合には、オンライン診療を行う

かどうかに関わらず、必ずお近くの保健所にご連絡下さい。 
 

「医師等資格確認検索」ページからリンクされている以下の厚生労働

省「医師・歯科医師・薬剤師届出票」ページから、医師届出票をダウン

ロードいただけます。 
 

厚生労働省「医師・歯科医師・薬剤師届出票」 
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/ 
iryou/sanshi_todokede.html 

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/iryou/sanshi_todokede.html
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４．オンライン診療で特に注意しなくてはいけないこと 

 

本人確認や患者さんのプライバシーの保護など、対面診療で守らなければな

らないことは、オンライン診療でも守らなければなりません。 

この他、対面診療では必要ないものの、オンライン診療で気を付けなければ

ならないことは、「オンライン指針」にも記載してありますが、以下の点です。 

 

 オンライン診療を実施する際は、実施する旨について、医師と患者さんと

の間で合意が必要になります。合意を行うに当たっては、患者さんがオン

ライン診療を希望する旨を明示的に確認することが求められます。 

※次ページの同意書および診療計画サンプルを参考にしてください。 

 

 オンライン診療を実施する際は、同じ患者さんであっても、毎回、医師が

医学的な観点から実施の可否を判断しなければなりません。オンライン診

療を行うことが適切でないと判断した場合はオンライン診療を中止し、速

やかに適切な対面診療につなげなければなりません。 

 

 オンライン診療は、対面診療に比べて得られる患者さんの心身の状態に関

する情報が限定されるため、医師は、こうしたオンライン診療による診療

行為の限界等を正しく理解した上で、患者さん及びその家族等に対して、

オンライン診療の利点やこれにより生ずるおそれのある不利益等について、

事前に説明しなければなりません。 

 

 初診オンライン診療は原則としてかかりつけの患者さんに対してのみ行っ

てください。医学的情報が十分に把握でき、患者さんの症状と合わせて医

師が可能と判断した場合のみ、かかりつけの患者さん以外に対してもオン

ライン診療を実施できます。 

 

ここでは、もっとも重要な点のみを記載しています。必ず、オンライン指針

をご一読下さい。
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オンライン診療についての同意書（サンプル） 

 
・オンライン診療では、触診等を行うことができないため、医師が得られる情報が限られ

ます。そのため、対面診療を適切に組み合わせる必要があります。 
 
・オンライン診療を実施する際は、毎回、医師が医学的な観点からオンライン診療の実施

の可否を判断します。 
 
・患者さんには、診察の際に必要な情報提供に積極的に協力いただく必要があります。 
 
・医師がオンライン診療を行うことが適切でないと判断した場合は、オンライン診療を中

止し、速やかに対面診療につなげることになります。 
【医師がオンライン診療を行うことが適切でないと判断する例】 
「直接の対面診察と同等でないにしても、これに代替し得る程度の患者さんの心身

の状態に関する有用な情報が得られない場合」 
「急病急変など緊急性が高い症状の場合」 
「情報通信環境の障害等によりオンライン診療を行うことができなくなる場合」 

 
・患者さんには、ご自身で保有しているスマートフォンをご利用いただきます。リスク回

避のため、セキュリティ対策（使用する OS やアプリケーションの適宜アップデート、

セキュリティソフト導入など）をご自身で行っていただく必要があります。 
 
・オンライン診療中は、医師の許可がない限り、以下の行為は行わないでください。 
「第三者のビデオ通話への参加」「ビデオ通話の録音、録画、撮影とそれらのデータの

SNS やネット上への掲載など」「チャット機能の利用やファイルの送付」 
 
・医師のメールアドレスや携帯番号などの個人情報を、診療に関わりのない第三者に提供

してはいけません。 
 
・オンライン診療の実施に当たっては、上記の通り、患者さんにも責任が発生し、自己責

任で行うことになります。当院に故意または過失がない限り、一切の責任を負いかねま

す。 
 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 
 
○○○○診療所 院長 ○○○○殿 
 
上記および診療計画の内容に対して同意の上、オンライン診療を希望いたします。 

    年  月  日

    患者氏名               印 
家族・代理人氏名               印 

＊ご本人か家族・代理人の欄のどちらかに署名ください。 
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オンライン診療の診療計画（サンプル） 

 

オンライン診療で行う

具体的な診療内容 

【疾病名】 

【診療内容】 

【予定期間】 

オンライン診療と直接

の対面診療、検査の組み

合わせに関する事項 

【初診：当院の受診歴がない】 

原則、対面診療となります。 

【初診：当院の受診歴があるが、過去とは違う症状】 

対面診療を行うか、オンライン診療を行うか、医師が

判断いたします。 

【再診】 

○カ月に 1 回オンライン診療を行います。 

ただし、○カ月に 1 回は対面診療が必要です。 

診療時間に関する事項 

事前予約により定めた時間に医師から発信します。 

【予約方法】 

 

オンライン診療の方法

（使用する情報通信機

器等） 

患者さん：スマートフォン 

医師：パソコン 

利用アプリ：例）Google Duo 

急病急変時の対応方針 

当院での対面診療を基本としますが、当院で対応でき

ない場合には、○○○○病院にご紹介させていただき

ます。 
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５．オンライン診療を保険診療で実施される先生へ 

 

オンライン診療料関連について、新型コロナウイルス感染症流行下で、診

療報酬上の特例的・時限的な対応（以下、「コロナ特例」）がとられてきまし

たが、令和 4 年度の診療報酬改定で見直しが行われ、令和 4 年 4 月 1 日から

適用されています（令和 4 年 4 月現在、コロナ特例についても継続中です）。 

 

令和 4 年度の診療報酬の詳細については、以下をご覧ください。 

●厚生労働省「令和 4 年度診療報酬改定について」 

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000188411_00037.html 

 

●「令和 4 年度診療報酬改定の概要」1.個別改定項目について 

https://www.mhlw.go.jp/content/12404000/000905284.pdf 

p.278：①情報通信機器を用いた初診に係る評価の新設 

p.282：②情報通信機器を用いた再診に係る評価の新設及びオンライン診療料の廃止 

 

●告示「基本診療料の施設基準等及びその届出に関する手続きの取扱いにつ

いて(通知) 」https://www.mhlw.go.jp/content/12404000/000923512.pdf 

p.16：別添 1「初・再診料の施設基準等」第 1 情報通信機器を用いた診療 

p.376-380：基本診療料の施設基準等に係る届出書 

p.381-382：様式 1「情報通信機器を用いた診療に係る届出書添付書類」 

p.383-386：様式 1 の 2「情報通信機器を用いた診療に係る報告書（7 月報告）」 

 

●事務連絡「新型コロナウイルス感染症に係る診療報酬上の臨時的な取扱い

について（その 67）」https://www.mhlw.go.jp/content/000908219.pdf 

 ※コロナ特例の取扱いと令和 4 年度診療報酬改定による取扱いの整理 

 

 厚生労働省から発出された Q&A や事務連絡については、日本医師会ホー

ムページにも掲載しています。 

https://www.med.or.jp/doctor/sien/s_sien/010599.html 
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オンライン診療による診療報酬請求を行うためには、地方厚生局に対して

以下の通り、「基本診療料の施設基準等」の届出を行う必要があります。 

１ 情報通信機器を用いた診療に係る施設基準 

※「基本診療料の施設基準等及びその届出に関する手続きの取扱いについて（通知）」より抜粋 

(1)情報通信機器を用いた診療を行うにつき十分な体制が整備されているも

のとして、以下のア～ウを満たすこと。 

ア 保険医療機関外で診療を実施することがあらかじめ想定される場合にお

いては、実施場所が厚生労働省「オンライン診療の適切な実施に関する

指針」（以下「オンライン指針」という。）に該当しており、事後的に確

認が可能であること。 

イ 対面診療を適切に組み合わせて行うことが求められていることを踏まえ

て、対面診療を提供できる体制を有すること。 

ウ 患者の状況によって当該保険医療機関において対面診療を提供すること

が困難な場合に、他の保険医療機関と連携して対応できること。 

(2)オンライン指針に沿って診療を行う体制を有する保険医療機関であるこ

と。 

２ 届出に関する事項 

(1)情報通信機器を用いた診療に係る施設基準に係る届出は、別添 7 の様式 1

を用いること。 

(2)毎年 7 月において、前年度における情報通信機器を用いた診療実施状況及

び診療の件数について、別添 7 の様式 1 の 2 により届け出ること。 

 

施設基準を満たすためには、「オンライン指針」に沿って診療を行う体制

を有する必要があり、対面診療を適切に組み合わせて行うことが求められて

いるため、対面診療を提供できる体制を有することが要件になっています。 

また、オンライン診療を行った医師自身では対応困難な疾患・病態の患者

さんや緊急性がある場合については、オンライン診療を行った医師がより適

切な医療機関に自ら連絡して紹介することが求められるため、他の医療機関

と連携して対応できる体制を有しなければなりません。 
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６．オンライン診療の方法の選択 

 

オンライン診療は、大きく分けて、「オンライン診療システム」、「通話ア

プリ」のいずれかを用いて行うことができます（アプリとは、アプリケーショ

ン・ソフトウェアの略で、パソコンやスマートフォン、タブレットなどの情

報機器上で動作するソフトウェアをいいます）。 

 

●「オンライン診療システム」とは、オンライン診療専用に作成されたシス

テムであり、システムを運営する事業者が包括的なサービスを提供するも

のをいいます。予約、問診票作成、決済、処方箋作成などのサービスが含

まれていますが、導入費用、月額利用料、決済手数料などがかかります。 

 

●本稿では、オンライン指針における「汎用サービス」を「通話アプリと記

載しています。「通話アプリ」は、オンライン診療を含む医療の分野に限ら

ず、一般的に広く用いられているビデオ通話ソフトであり、無料または低

コストで、かかりつけの患者さんとやり取りをする場合に向いています。

ただし、決済サービス等は付いていませんので、窓口負担分は、後日、外

来でお支払いいただくか、振り込んでいただく必要があります。 

代表的な通話アプリとしては、Google Duo（Google 社）、FaceTime（Apple

社）、ZOOM Cloud Meetings（Zoom ビデオコミュニケーションズ社）な

どが挙げられます。 

 

先生方が普段から使い慣れた通話アプリがあれば、それを使ってオンライ

ン診療を行っていただくことができます。ただし、オンライン指針において

対面診療の代替として認められているオンライン診療は、「リアルタイムの視

覚及び聴覚の情報を含む情報通信手段」を使う必要があるとされています。

例えば、LINE（LINE 社）でビデオ通話機能を使わずに、トーク機能（文字

や画像のやり取りのチャット機能）のみによる診療は認められませんので、

注意してください。 
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なお、通話アプリは医療専用ではないため、何か問題が起きても基本的に

はサービスを提供している事業者に責任を取ってもらうことはできませんの

で、自己責任となります。安全に使うためには、ご使用になる通話アプリの

マニュアルや最新情報を十分に確認され、リスクをきちんと把握した上で、

トラブルを避けるためにも、日頃から十分な信頼関係が成立している医師と

患者さんの間において、利用することが求められます。 

 

 

７．オンライン診療に使用する機材 

 

(1)医師 

インターネットに接続しているパソコンやスマートフォン、タブレットを

使用します。 

患者さんの状態を視覚で確認しやすいよう、スマートフォンよりも画面の

大きいパソコンやタブレットの使用を推奨します。パソコンにカメラ機能や

マイク機能が内蔵されていない場合、外付けのカメラやマイクを用意する必

要があります。 

 

(2)患者さん 

患者さんが所有するインターネットに接続しているパソコンやスマート

フォン、タブレットを使用します。スマートフォン以前のフィーチャーフォ

ン（いわゆるガラケー）は使用できません。 

 

 

８．セキュリティやプライバシーに関する注意点 

 

(1)セキュリティの確保 

オンライン診療に使う機材については、セキュリティ上、院内の情報シス

テムには接続してはいけません。インターネットに接続することになるため、

患者さんの個人情報や診療情報などの情報漏洩が起こることがないよう、他
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の用途には使わないことが望ましいです。 

それが難しい場合でも、その機材には洩れてはいけない情報は決して保存

しないようにしましょう。 

 

(2)プライバシーの確保 

対面診療と違い、医師、患者さんともに、近くに第三者がいるかどうかが

分かりません。診療時には、同意のない第三者がいないことを確認する必要

があります。 

併せて、録音、録画、撮影を同意なしに行うことがないよう確認すること

も必要です。 

また、通話アプリは、1 対 1 の会話だけではなく、3 名以上のビデオ通話

も可能です。3 人目の参加者が自分のカメラをオフにしていると、参加して

いることが分からないこともありえます。第三者がオンライン診療に参加す

ることを防ぐために、医師から患者さんにつなげることを徹底することが求

められます。 

 

(3)本人確認 

オンライン診療を行う際、原則として、患者さんに姓名を名乗ってもらい、

医師と患者さん双方が身分確認書類を提示して、お互いに本人であることを

確認することが求められますが、顔を見るだけでお互いに本人だと認識でき

る関係ができていれば、その限りではありません。 

 

 

９．「Google Duo」を使ったオンライン診療の手順 
 

前述のように、オンライン診療は、先生方が使い慣れた通話アプリで行っ

ていただくことができます。 

特に使い慣れた通話アプリがない先生方向けの一例として、医師はパソコ

ン、患者さんはスマートフォンを用いて、代表的な通話アプリである「Google 

Duo」を利用してオンライン診療を行う場合の手順を、別添資料でご用意し
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ております。 

「Google Duo」の場合、医師のパソコンから患者さんのスマートフォンを

呼び出す形で接続することで、「第三者の接続を防ぐこと」と「医師から患者

さんにつなげること」を徹底することができます。 

別添資料「「Google Duo」によるオンライン診療」をご参照ください。 

 

 

10．診療以外の手順 
 

通話アプリを利用する場合、予約や問診、決済、処方箋の発行など、診療

以外の患者さんとのやり取りはサポートされませんので、どのような手順・

手段で行うか、予め決めておく必要があります。 

 

(1)文書類の作成 

医師は、患者の心身の状態について十分な医学的評価を行った上で、オン

ライン診療を行うに当たって必要となる医師－患者間のルールについて「診

療計画」を定め、明示的に患者さんの合意を得ておく必要があります。 

先に例示した「オンライン診療についての同意書」「オンライン診療の診

療計画」のサンプルを参考に、準備しておきましょう。 

 

(2)本人確認方法の決定 

普段から通院していて、顔を見るだけで医師も患者さんもお互いに本人だ

と認識できる関係ができていれば、診療の度に本人確認を行う必要はありま

せん。 

顔を見ただけでは認識できない場合には、原則として、 

医師については、HPKI カード（医師資格証）や医師免許証の提示による、

医師免許を保有していることの確認、 

患者さんについては、健康保険証（被保険者証）、マイナンバーカード、

運転免許証等の提示による、本人確認 

がそれぞれ求められます。 
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確認が必要な場合は、オンライン診療の際に、画面越しに提示することに

なりますので、予め患者さんに何を提示するか、患者さんから何を提示して

もらうか、決めておきましょう。 

 

(3)予約方法の決定 

予約については、通常の診療と同じく、来院時での口頭や電話、導入して

いれば、ホームページ上での予約システムなどで行います。 

その際に、「オンライン診療についての同意書」「オンライン診療の診療計

画」について説明し、同意を得ておきましょう。 

また、対面による予約でない場合には、被保険者証のコピーや画像を FAX

や電子メールなどで送ってもらい、被保険者情報を確認しておきます。 

 

(4)支払方法の決定 

窓口負担分の支払いについては、通院している患者さんで、次回来院時ま

で待てるのであれば、その際にお支払いいただくのが最も簡便です。 

当面来院予定がないなど、次回まで待つのが難しい場合には、医療機関の

銀行口座への振り込みを依頼します。その場合は、領収証と明細書を FAX、

電子メール、郵送などにより、無償で患者さんに交付します。 

 

(5)処方箋・医薬品提供方法の決定 

処方箋を発行する場合、患者さんが希望する薬局に FAX で処方箋を送信

し、事後に薬局に原本を郵送するのが最も簡便です。 

 

(6)患者さんの使用環境確認 

患者さんに使用いただくスマートフォンなどの通信機器に、オンライン診

療で使うアプリケーションを導入してもらう必要があります。 

対面による予約の場合は、その場で事務職員の方からアプリケーションの

導入を促していただき、その場で通信テストも済ませておきます。 

対面による予約でない場合でも、オンライン診療当日までに患者さんと連

絡を取り、アプリケーションの導入と通信テストを実施しておくことが望ま
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しいです。 

 

(7)問診 

通常、診療前に待合室で患者さんに記載していただく問診票については、

予約時に聞き取りを行うか、必要に応じて、電子メールや FAX で送信して

もらいます。Web 問診を導入している例もあります。 

 

 

本稿は、オンライン診療を取り巻く状況や、先生方のご意見を元に、適宜、

内容を更新してまいります。下記のホームページをご参照ください。 

 

日本医師会ホームページ「オンライン診療について」 

 https://www.med.or.jp/doctor/sien/s_sien/010599.html 

 

ご意見やご質問につきましては、上記ホームページからお寄せください。 

 

お問い合わせの多いご質問について、順次 Q&A を掲載いたします。 

 


